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　はじめに

ヨシノボリ属 Rhinogobius Gill, 1859は河川や湖

沼に生息するハゼ科魚類であり，ロシアからタイ

とフィリピンにかけての東アジアと東南アジアに

分布する（Chen and Miller, 2014）．世界で約 60種

が知られており，国内からは約 18種が確認されて

いる（平嶋，2018）．

2019年 4月 20日に鹿児島市喜入中名町の鹿児島

湾に注ぐ小河川から 6個体のルリヨシノボリ

Rhinogobius mizunoi Suzuki, Shibukawa and Aizawa, 

2017が採集された．薩摩半島の鹿児島湾に面する

河川におけるルリヨシノボリの記録はこれまでに

甲突川水系から知られているのみであり（松沼・

本村，2013），これら標本は本種の薩摩半島にお

ける新たな分布の記録かつ南限を更新する記録と

なる．また，鹿児島県においては生息地が飛び地

状で限られることから準絶滅危惧種に指定されて

おり（米沢・四宮，2016），保全上重要であると考

えられるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は明仁親王（1984）お

よび Suzuki et al. (2017)にしたがった．雌雄の判

別は Suzuki et al. (2017)と平嶋（2018）にしたがい，

トウヨシノボリ Rhinogobius sp ORの学名は平嶋

（2018）にしたがった．標準体長は体長または SL

と表記した．体各部の計測はデジタルノギスを用

いて 0.1 mm単位まで行い，計測値は体長に対す

る百分率で示した．生鮮時の体色の記載は，6個

体の鹿児島県産標本（記載標本の項を参照）のカ

ラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本［全て鹿児島県鹿児島市喜入中名産］

は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管

されており，上記の生鮮時の写真は同館のデータ

ベースに登録されている．

　結果と考察

Rhinogobius mizunoi Suzuki, Shibukawa and Aizawa, 2017

ルリヨシノボリ　（Fig. 1; Table 1）

標本　6個体（体長 32.1–53.4 mm）：KAUM–I. 

129838，雌，体長 49.4 mm，KAUM–I. 129839，雌，

体長 42.4 mm，KAUM–I. 129840，雄，体長 42.7 

mm，KAUM–I. 129841，雌，体長 32.1 mm，KAUM–

I. 129859，雌，体長 53.4 mm，KAUM–I. 129869，雄，

体長 52.5 mm，鹿児島市喜入中名町の小河川，

水深 0.2 m，タモ網，2019年 4月 20日，赤池貴大・

古𣘺龍星・是枝伶旺．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は細長く，側扁する．吻

端は尖る．鼻孔は 2対で眼窩前方に位置する．前

鼻孔は管状で後鼻孔は楕円形に開口する．唇は厚
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く，上顎は下顎よりもわずかに突出する．口裂は

端位であり，上顎後端は眼窩前縁を越える．目は

大きく，頭部背面に位置する．両眼間隔は比較的

広く，眼窩径と同程度．体部の前半は小さい円鱗

に覆われ，後半は大きい櫛鱗に覆われる．胸鰭基

底および腹部は小さな円鱗に覆われる．背鰭は 2

基であり，雄の第 1背鰭第 2棘は伸長するが，糸

状ではない．雄（KAUM–I. 129869）のたたんだ

第 1背鰭後端は第 2背鰭第 5軟条基部に達する

（KAUM–I. 129840では第 2背鰭起部までしか達

しない）；雌（KAUM–I. 129838, 129839, 129841, 

129859）では第 2背鰭起部に達しない．第 2背鰭

の軟条はすべて分枝する．胸鰭は楕円形．腹鰭は

左右が癒合し，吸盤状．

色彩　生鮮時の色彩：雄（KAUM–I. 129840, 

129869）—体側は青みのある灰褐色であり，瑠

璃色の斑紋がある．腹部は白色．頭はわずかに青

色がかった鼠色で頬に多数の青色斑がある．眼の

前方から吻および眼下部から上顎後端の上部に

かけて赤色の斜帯がある．胸鰭基部には赤く縁取

られた緑がかった白色帯と三日月状の赤褐色班

がある（KAUM–I. 129869は赤褐色班が薄い）．

第 1背鰭の棘は赤褐色で，KAUM–I. 129869の第

1背鰭前端は青色を呈し，辺縁は白く縁取られ，

第 3棘以降は灰色みのある黄緑色．第 2背鰭の軟

条は赤褐色で，鰭膜は灰色みのある黄緑色で縁

辺は白く縁取られる．尾鰭の軟条は赤みを帯びた

黒色を呈し，鰭膜は黒で縁辺は白く縁取られる．

臀鰭の鰭条は暗い赤色で，鰭膜は臀鰭の付け根付

近は青色，中間は赤みのかかった黄色で縁辺は白

く縁取られる．胸鰭は紫がかった濃い青色．瞳孔

は黒色で虹彩は黄土色を呈し，後部が青みがか

る．

雌（KAUM–I. 129838, 129839, 129841, 129859）—

体側は灰色がかった茶色で腹側は白色．頭は黄褐

色で頬に多数の青色斑がある（KAUM–I. 129838

のみ青色斑が見られない）．眼の前方から吻およ

び眼下部から上顎後端の上部にかけて赤色の斜帯

Fig. 1. Fresh specimens of Rhinogobius mizunoi from the Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan (A: KAUM–I. 129869, male, 52.5 
mm SL; B: KAUM–I. 129838, female, 49.4 mm SL).
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がある．胸鰭基部には赤く縁取られた黄色みが

かった白色帯と三日月状の赤褐色班がある．尾鰭

基底の上下には 1対の暗色横斑がある．第 1背鰭

の第 1棘は黄色，第 2–6棘は黒みのかかった赤色

で，鰭膜は灰色みのある黄緑色で，第 1背鰭上部

前端の鰭膜は緑がかった黄色．第 2背鰭の棘は黒

みのかかった赤色．鰭膜は白色透明で前後方向に

2本の赤い縦線が入り，上部は緑がかった黄色を

呈し，縁辺は白く縁取られる．尾鰭の軟条は暗い

赤色で，鰭膜は白色透明で後端は緑がかった黄色

を呈し，辺縁は白く縁取られる．臀鰭の軟条は白

色半透明で，鰭膜は白く，中央部に前後方向に伸

びる緑がかった黄色の縦帯がある．胸鰭は黄褐色．

瞳孔は黒色で虹彩は暗い黄色を呈する．

分布　北海道，青森県から鹿児島県の日本海・

東シナ海側，千葉県から鹿児島県の太平洋側，本

州・四国の瀬戸内海側，および済州島から記録

されている（平嶋，2018）．鹿児島県内では出水

地方の米ノ津川と高尾野川，薩摩半島の甲突川，

および大隅半島の本城川以南の鹿児島湾に面する

河川と志布志湾に面する河川から記録されている

（鹿児島の自然を記録する会，2002；松沼・本村，

2013；米沢・四宮，2016）．本研究により新たに

薩摩半島鹿児島市喜入中名町の小河川からも本種

が記録された．

備考　鹿児島市喜入中名町産の標本は，第 2

背鰭が 1棘 8軟条であること，胸鰭が 18–20軟条

であること，縦列鱗数が 33–35であること，横列

鱗数が 8–9であること，および生鮮時に頬に多数

の青色斑があることなどの特徴が明仁ほか（2013）

と Suzuki et al. (2017)によって示されたルリヨシ

ノボリ R. mizunoiの特徴とよく一致したため本種

に同定された．Suzuki et al. (2017)は本種の雄の

たたんだ第 1背鰭の後端が第 2背鰭第 4軟条基部

に達するとしたが，KAUM–I. 129840（雄）では

第 2背鰭起部に達する程度であった．KAUM–I. 

129840（体長 42.7 mm）は Suzuki et al. (2017)が

計測に用いた標本（体長 51.6–77.5 mm）より小

型であるため，第 1背鰭第 2棘が十分に伸長して

おらず，長さの相違は成長段階によるものである

と判断した．また，KAUM–I. 129838（雌）は頬

に青色斑がみられなかったが，尾鰭基底に上下 1

対の暗色横斑をもつこと（Suzuki et al., 2017）か

ら本種と同定された．

記載標本の計測値は Suzuki et al. (2017)の示し

た R. mizunoiのものと比べて頭長，頭幅，背鰭前

長，肛門前長，胸鰭長，腹鰭長，尾鰭長，第 2背

鰭最後軟条長，尾柄長，尾柄高，第 1，2背鰭基

底長，臀鰭基底長，吻長，腹鰭起部における体高，

および臀鰭起部における体幅において差異が確認

n = 6
Standard length (mm) 32.1–53.4
Counts Modes
 Dorsal-fin rays VI-I, 8 VI-I, 8
 Anal-fin rays I, 8 I,8
 Pectoral-fin rays 18–20 20
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
 Longitudinal scales 9–10 9
 Transverse scales 33–35 35
Measurements (% SL) Means
 Head length (HL) 26.8–28.3 27.4
 Pre-dorsal-fin length 36.9–39.8 38.3
 Snout to 2nd dorsal-fin origin 57.8–61.2 59.5
 Snout to anus 53.3–58.2 56.9
 Snout to anal-fin origin 60.1–63.1 61.2
 Pre-pelvic-fin length 26.3–29.1 27.6
 Caudal-peduncle length (CPL) 23.6–26.6 25.7
 Caudal-peduncle depth 12.5–14.3 13.4
 1st dorsal-fin base length 8.6–16.0 13.5
 Longest 1st dorsal-fin spine length 14.8–28.1 19.0
 2nd dorsal-fin base length 13.6–17.4 15.8
 Last 2nd dorsal-fin soft ray length 8.6–16.8 11.8
 Anal-fin base length 11.3–14.4 13.1
 Caudal-fin length 22.9–24.7 24.2
 Pectoral-fin length 20.6–25.9 23.5
 Pelvic-fin length 15.2–17.1 15.8
 Body depth at pelvic-fin origin 15.6–17.1 16.1
 Body depth at anal-fin origin 15.8–17.4 16.5
 Body width at anal-fin origin 10.6–13.7 11.6
 Pelvic-fin origin to anus 29.5–34.4 32.4
Measurements (% HL)
 Snout length 32.7–36.0 34.4
 Orbit diameter 17.3–20.0 18.9
 Postorbital length 48.3–51.5 50.2
 Cheek depth 27.6–29.5 28.2
 Head width at upper gill opening 49.0–56.2 52.4
 Maximum head width 58.1–67.1 62.8
 Head depth 50.0–55.0 52.6
 Interorbital width 13.3–14.4 13.8
 Lower-jaw length 35.8–40.5 38.6
Measurements (% CPL)
 Caudal-peduncle depth 48.4–55.1 52.0

Table 1. Counts and proportional measurements of specimens of 
Rhinogobius mizunoi from the Satsuma Peninsula, Kagoshima, 
Japan.
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された．このうち，尾鰭長以外の計測値について

は Suzuki et al. (2017)が計測に用いた標本（体長

51.6–77.5 mm）に含まれていない小型標本（体長

32.1–49.4 mm）に起因するため，成長段階による

差異と判断した．また，尾鰭長のわずかな差異は

種内変異によるものと判断した．

ルリヨシノボリの鹿児島県内における記録は

「分布」の項目で述べたとおりであり，鹿児島市

の淡水魚類を調べた松沼ほか（2016）においても

喜入中名町の小河川からの記録はない．したがっ

て，本報告はルリヨシノボリの新たな分布の記録

となるとともに薩摩半島内における分布の南限を

更新した．

本研究において記載を行った標本は喜入中名

町の住宅街に隣接する小河川から採集された．

同河川は両岸をコンクリートで護岸された，川幅

が最大 3 mほどの河川であり，底質は礫や砂礫で，

流れは比較的速く，場所によっては抽水植物など

の植生もみられた．同河川では，鹿児島県本土に

生息するヨシノボリ属魚類［クロヨシノボリ

Rhinogobius brunneus (Temminck and Schlegel, 

1845)， オ オ ヨ シ ノ ボ リ Rhinogobius fluviatilis 

Tanaka, 1925，ルリヨシノボリ，シマヨシノボリ

Rhinogobius nagoyae Jordan and Seale, 1906，ゴク

ラクハゼ Rhinogobius similis Gill, 1859，およびト

ウヨシノボリ（鹿児島の自然を記録する会，

2002）］のうち，オオヨシノボリを除く全ての種

が確認された．特にルリヨシノボリは流れの速い

瀬付近に高密度で生息しており，その地点におい

ては他のヨシノボリ属魚類よりも優占しているこ

とが確認された．水野ほか（1979）によると本種

は他のヨシノボリ属魚類と比べて流れの速い瀬を

好むことが知られており，同河川の瀬は本種の生

息に適した環境であると考えられる．加えて，抱

卵個体（KAUM–I. 129859）が得られたことから

本種は同地点において再生産を行っていると考え

られる．また，神奈川県の河川におけるヨシノボ

リ属魚類相について報告した斎藤ほか（2012）に

よると，1つの河川でヨシノボリ属魚類が 5種記

録されることは稀であり，ルリヨシノボリの個体

数は他のヨシノボリ属魚類よりも著しく少ないと

されていることから（斎藤・林，1999；三井，

2018；三井・佐野，2018），喜入中名町の小河川

はルリヨシノボリをはじめとするヨシノボリ属魚

類の生息に適した環境であるといえる．また，ル

リヨシノボリは鹿児島県において準絶滅危惧種に

指定されているため（米沢・四宮，2016），喜入

中名町の小河川はルリヨシノボリの保全をする上

で重要だと考えられる．よって本研究結果は，住

宅に隣接した小河川においてもルリヨシノボリの

生息に好適な環境となる事例を示す 1例となる．

しかし，このような小河川は，人間の活動や自然

災害の影響を受けやすいと考えられ，ルリヨシノ

ボリの安定した個体群の維持には生息環境を保全

していく必要がある．

比較標本　クロヨシノボリ：KAUM–I. 129843，

雌，体長 41.8 mm，KAUM–I. 129844，雌，体長

45.0 mm，KAUM–I. 129845，雌，体長 46.3 mm，

KAUM–I. 129846，雄，体長 40.8 mm，KAUM–I. 

129847，雌，体長 41.5 mm．シマヨシノボリ：

KAUM–I. 129854，雄，体長 51.6 mm，KAUM–I. 

129858，雌，体長 47.6 mm，KAUM–I. 129863，雄，

体長 45.4 mm．ゴクラクハゼ：KAUM–I. 129862，

雌，体長 39.1 mm，KAUM–I. 129867，雌，体長

42.0 mm．トウヨシノボリ：KAUM–I. 129853，雄，

体長 53.7 mm，KAUM–I. 129864，雄，体長 47.3 

mm，鹿児島市喜入中名町の小河川，水深 0.2 m，

タモ網，2019年 4月 20日，赤池貴大・古𣘺龍星．
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